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世界中のディベロッパーに向けた 

新しいモバイル SDK（ソフトウェア開発キット）の提供を開始 

売り手と買い手双方に、シームレスな決済方法を実現 

 

PayPal Pte. Ltd. （本社：シンガポール、東京支店カントリーマネージャー：エレナ・ワイズ

（Elena Wise）、以下「ペイパル」）、は、このたび新たに開発したモバイル SDK（ソフトウェア

開発キット）の提供を、2014年 2月 24日（月）より世界 30 カ国以上の国、日本では同年 5

月より順次開始予定です。この新しい SDKは、売り手が自社のモバイルアプリ上での支払い

方法にペイパルの提供する革新的な決済システムを容易に導入できるようにするものです。

また、このたびの一般公開にさきがけて、ハイヤー配車サービスを提供する「Uber」では、

2013年 11月より米国内で本 SDKを導入していましたが、さらに、英国内でも 2月 24日より

導入することを発表します。 

 

 この新しいモバイル SDKの主な特徴は次の通りです。 

●未来の支払いの形 ： 

モバイルSDKを導入した売り手が提供するアプリに、お客さま（買い手）は自分のペイパル

アカウントを登録し、承諾事項（事前承認支払い）に同意することで、ペイパルを利用した支

払い時に都度ログインする手間を省くことができます。 

●ネイティブなユーザー体験 ： 

お客さま（買い手）はペイパルアカウントによる支払いの際に、ウェブページに遷移すること

なく、売り手が提供するアプリ内で支払いを行うことができます。 

●クレジットカード※やペイパルでの支払いが可能に ： 

導入企業（売り手）は、開発したアプリ内で、シームレスに統合されたクレジットカード支払

いとペイパル支払いの双方を提供できます。 

※：PayPal Proが利用可能な国に限ります。 

 

 ペイパルはここ数年、ECを中心としたサイト開発者に、革新やグローバル進出などを行い

やすくするための様々なサポートをすることで、決済業界にイノベーションを起こして参りまし

た。特に昨年は、開発者のさらなる成功・成長のためのサポートの一環として、初めて世界的

な「ハッカソン」や、「バトルハック」を開催し、また初のスタートアッププログラム「スタートアップ 

ブループリント」を開始しました*1。さらに、オンラインおよびモバイル新興企業が利用する決

済プラットフォームである「Braintree」がペイパルグループに加わりました*1。 
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同じく昨年、ペイパルでは複数の API（Application Programming Interface）＊2を REST 

（REpresentational State Transfer）＊3へ移行することで、米国の開発者が PayPal決済を導

入しやすい環境を提供してきました。現在では、支払い、承認、回収、キャンセル、返金などを

含む大半の APIを RESTベースで構築し、世界中の開発者がペイパルの提供する機能を最

大限に活用できるようになっています。またあわせて、求める機能やマニュアルなどが見つけ

やすいよう、開発者向けのウェブサイトやサンドボックス＊4のデザインも一新しております。 

 

＊1：「スタートアップ ブループリント」および「Braintree」は日本未導入です。 

＊2：アプリケーションなどの特定の機能を外部のアプリケーションやサービスから容易に利用できるようにするイ

ンターフェース 

＊3：分散システムにおいて複数のソフトウェアを連携させるのに適した設計。HTTPベースの軽量かつシンプルな

Webサービス連携仕様。 

＊4：ソフトウェア開発における、テスト環境。 

 

■ペイパルについて 

ペイパルは、より安全・より迅速な決済サービス「ペイパル」を提供しています。「ペイパル」ア

カウントをお持ちの利用者は、クレジットカード番号などの重要な情報を支払い先に開示する

ことなく、インターネット上でのお支払いができます。また、代金を受け取る側の利用者も、重

要なクレジットカード情報の管理をする必要はなく、「ペイパル」を経由して支払いを受けること

ができます。世界 193の国と地域で、26の通貨（※1）に対応し、1億 4,300万を超えるアクティ

ブアカウント（※2）の利用者を持つペイパルは、グローバルな決済サービスをサポートし、一日

900万件を超える決済を行っています。ペイパルは、いつでも、どこでも決済できる環境を提

供し、オンラインおよびモバイル決済の成長をリードしてきました。2013年のモバイル決済金

額は 270億ドルを達成しました。また、ペイパルは eBayのグループ会社であり、2013年の

eBayの売上高の 41%を占めています。米国本社は米カリフォルニア州サンノゼで、国際本

部機能をシンガポールに持ちます。 

詳細は www.paypal.jp をご参照ください。 

 

（※1） 日本では 22の通貨に対応しています。 

（※2） 過去 12 ヵ月の間に 1度以上利用したペイパルアカウントを指します。 

各データについてはすべて当社調査によります。 

PayPal および PayPal ロゴは、PayPal もしくはそのライセンサーの商標または登録商標です。    


